












tional Wellness Institute : NWI）」が設立されている。ただし、こ
の研究所のウェルネスの定義はかなり広く、「ウェルネスとは、
人々がより成功した存在（a more successful existence）となること
を認識して、そのための選択的行為を積極的に行うプロセス




















（komplementäre & alternative Medizin）
⑦ウェルネス・ライフスタイル用不動産
（wellness lifestyle real estate）
⑧スパ産業（spa industry）
⑨温水浴や他の水浴
（Thermal- & andere Bäder）
⑩勤務場所ウェルネス（workplace wellness）
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ツ リーストあたりの支出額は、2015 年の場合、ヨー ロッパ平均
で約 958 ユーロであった。これに対し一般的通常的ツ リーズ





―現代ツ リーズムの新しい 1 つの動向―
Development of Wellness Tourism: 
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Abstract：
There has been a new trend in modern tourism, the name of which is wellness tourism, which is a counterpart of medical 
tourism and has specially been called “wellbeing tourism”in the Nordic countries. This paper surveys the developing 




























































































































































































































































































































































































































































































図 2：サスティナブル・ウェルビーイング・ツ リーズムの 5 段階
　　　 （出所：N2, p.14）
まず、（下から）第 1段目の「ウェルビ イーングを支える資源






第 2 段目の「中核的ウェルビーイングの資源と誘因（core 













多いが、フィンランドでは , それは実際には存在しないもの（no 
actual wellness offering）と宣している（N2, p.26）。
第 3段目の「ウェルビ イーング目的地の政策と計画化（well-










第 4段目の「ウェルビ イーング目的地の発展と管理（wellbeing 




























































































































第 8は、「ウェルネス・エリー ト的なゲットー を超えるようにす
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